
  

郷土資料館 ２階展示室 

●新京成線「初富駅」より徒歩 4 分 

●東武アーバンパークライン・新京成線・北総線  

成田スカイアクセス線「新鎌ヶ谷駅」より徒歩 13 分  

●東武アーバンパークライン「鎌ヶ谷駅」より徒歩 15 分  

 

会 

場 
 



 近年大きな自然災害や新型コロナウイルス感染症の流行などを経験した私たちにとっ

て、過去の教訓に学ぶことは大変重要であるとの認識のもと、近世から近・現代にかけて

市域が関わった災害や流行病に関する歴史資料と伝承された民俗資料を展示し、近い将来

でこれらの事態が生起した際の参考としていただくことを目的としたものです。 

なお、関東大震災１００周年も兼ねて開催します。 

 

鎌 ケ 谷 市 郷 土 資 料 館  第 2 ７ 回 ミ ニ 展 示  展 示 紹 介 

1 流行病 
(１)流行病の記録 

(２)病の克服 

 ①種痘 

 ②避病所から病院へ 

 ③薬の服用 

 ④神仏への祈願 

 

Ⅱ 災害 
 (１)関東大震災 

 (２)風水害 

 (３)火災 

避病所事務日誌 

（明治 29 年〈1896〉） 

コレラ、結核などの伝

染病患者を収容する隔

離病舎業務を村の有力

者自らが行っていたこ

とが記されています。 

大嵐に付吹倒れ候家数な

らびに木品書上帳（安政３

年〈1856〉）安政江戸台風の

佐津間村での被害状況を役

所に提出したものです。 

市内台風被害状況(昭和 46 年

〈1971〉)写真記録された各種の災

害状況を写真パネルで紹介します。 

～教訓を 

疱瘡神（享和 3

年〈1803〉）病

の神を手厚く祀

ることで疫病の

早期退散を願い

ました。(佐津間

大宮神社境内所

在) 

関東大震災の被災状況などを伝える

新聞（大正 12 年〈1923〉（個人蔵）） 

9 月 7 日に発行された「中央新聞」(廃

刊)で、裏面には、震災に伴い流布して

いた噂が書き留められています。 

忘れないために～ 

辻切り  大杉神社

(茨城県 )に参拝す

る講、通称アンバサ

マで、村に疫病等が

入って来ないよう

に村境に幣束を付

けた竹を立てます。

(佐津間地区) 

ひ び ょ う し ょ  

ほ う そ う し ん  

つ じ  き  

お お あ ら し  つ き ふ き た お   そ う ろ う い え か ず  

き し な か き あ げ ち ょ う  


